
主

ま

わ

っ

て

い

ま

す

ぷ

礁

で

管

制

と

の

一

室

、

富

警

に

従

軍

皐

婁

け

た

が

、

o
E査
三
持
、

ssは
一

丁

脈

問

十

塁

議

に

、

兵

輔

副

語

亡

、

一

番

乗

虫

富

一
塁
審
と
な
っ
て
い
ま
す
e

糊

『

広

報

宮

っ

と

せ

喜

一

番

ま

せ

て

か

ゑ

町

中
総
定
震
の
考
安
一
一
品
害
対
策
酬
の
金
警
官
一
日
一
千
コ
飛
ん
だ
。
九
年
一
弓
新
星

⑦
相
模
川
六
か
月
の
一
平
均
髄
で
は
制
マ
の
マ
イ
ク
口
ブ
ィ
社
が
発
足
、
在
漏
自
筆
、
期
A

t項
目
と
も
ま
甲
山
比
適
合
し
て
お
り
、
附
ル
ム
に
収
め
た
石
川
会
開
人
社
、
内
外
の
薮
閥
・
漣

予
想
事
れ
た
よ
り
軒
結
果
「
4
4
え

ら

れ

制

さ

ん

が

、

百

年

俸

の

1
ス
や
写
真
壱
提
供
し
た
。
間
三
月
、

ま
す
。
し
か
し
、
満
潮
時
に
は
潟
京
が
仰
喧
民
の
た
め
K
l
i
押
戦
犯
従
軍
中
左
腕
に
負
揖
1

飛行崎

大
援
立
入
っ
て
宇
宙
馬
入
輔
吋
近
で
氷
川
酬
と
市
に
寄
付
し
た
。
芙
陸
軍
病
院
は
収
容
さ
れ
た
が
、

N計

盛

議

官

安

で

あ

る

き

喜

四

・

制

高

さ

ん

は

市

内

ジ

オ

で

放

送

車

、

震

が

牢

買

を

釘
命
令
と
甚
鷺
白
一
且
骨
花
近
い
り
出
多
少
納
八
轄
に
十
一
…
代
続
い
京
討
V
也
君
っ
た
申
が
柵
判
明
夜
と
と
章
、

神
奈
川
県
で
は
、
草
十
月
か
ら
こ
一
襲
奮
の
二
議
一
思
〈
エ
)
警
酸
素
蚤

h
p
O〉
水
中
一
気
に
な
り
ま
す
。
海
水
田
町
審
を
受
付
脚
た
右
川
安
田
、
十
〈
な
を
宏
、
さ
せ
た
と
い
う
。

ど
し
由
一
一
一
語
か
け
て
来
襲
喜
一
霊
童
書
喜
善
解
し
て
い
る
襲
警
い
い
、
と
て
も
っ
と
予
て
よ
い
容
で
す
。

ζ

側
兄
妹
の
な
か
の
五
男
託
生
ま
れ
花
、
議
詰
古
一
年
間
勤
務
し
た
が
、
震
妻

止
法
」
暴
い
て
案
内
書
簡
主
主
義
イ
オ
ジ
濃
度
(
長
こ
れ
露
骨
と
魚
類
語
に
ま
え
一
れ
は
議
撃
や
都
府
排
水
の
た
め
と
棚
雲
製
薬
を
営
ん
で
い
た
。
大
野
小
か
ら
密
室
皇
い
将
校
が
い
は
り
、
竪

海
域
自
京
費
総
定
巷
実
施
し
、
そ
の
結
一
水
の
融
お
よ
び
ア
ル
カ
げ
品
目
安
否
瓦
阻
一
(
才
)
大
腸
菌
群
一
帯
主
ら
れ
ま
す
の
で
、
さ
ら
に
ヱ
濁
裁
問
中
郡
育
英
中
学
に
学
ん
叫
ん
が
、
同
級
生
か
ら
も
し
ろ
〈
な
い
の
で
退
社
、
退
職
ぞ

雪
量
し
ま
し
た
e
Eの
う
ち
一
、
平
一
で
、

P
R健
が

7
2寺
中
等
、
と
一
襲
警
告
、
シ
ア
ン
司
ク
ロ
ム
一
剣
白
強
化
と
塁
走
道
施
設
由
完
成
側
舶
来
の
支
署
写
真
毒
し
て
も
ら
っ
ヒ
で
一
年
襲
語
。
そ
キ
顎
随
時

塚
市
議
語
雪
指
揮

mと
金
高
一
れ
よ
り
高
い
と
き
は
ア
ル
力
立
役
、
低
一
ヒ
索
、
ヵ
ド
ミ
去
、
鉛
、
事
β
ン
一
壱
怒
ζ
必
要
が
あ
り
一
ま
す
。
菱
、
健
酬
の
が
写
真
一
へ
の
病
一
五
っ
き
と
な
り
、
資
容
器
弘
、
傍
ら
警
ぬ
ノ
革
裳

の
部
分
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
一
い
と
き
は
融
制
慢
で
す
。
一
ア
ル
キ
ル
水
銀
、
総
京
銀
各
い
い
ま
一
段
京
宮
中
一
同
一
だ
け
不
一
議
T

古
事
会
ウ
レ
た
捌
れ
た
ば
か
り
の
東
京
写
真
学
校
児
入
学
、
草
紙
、
翌
て
紙
帯
結
束
帯
紙
な
ど
の
，

号
制
定
は
次
の
方
法
で
行
な
わ
れ
ま
し
一
(
イ
)
生
物
化
学
的
酔
主
要
求
遊
一
す
。
一
朗
に
つ
い
て
は
、
そ
の
捜
本
川
や
主
要
制
業
す
苔
と
一
一
、
一
一
一
の
写
真
館
で
悼
業
し
た
あ
け
開
発
ば
演
劫
、
紙
幣
結
策
機
を
考
鏡
、

山

九

一

(
B
O
B
)
河
川
水
や
葉
、
下
水
な
一
議
選
果
と
重
重
豊
田
と
一
工
場
景
号
本
質
量
か
ら
も
検
出
制
言
語
報
の
カ
メ
-
フ
マ
ジ
忙
な
っ
た
。
蜜
許
を
と
っ
た
。
二
年

P

じ
か
刃
で
ま
て
M

U
F

酔
①
一
潤
定
措
相
続
期
僕
川
は
馬
入
輔
一
ど
の
汚
簡
を
平
一
9
も
の
で
、

ζ
れ
が
高
一
お
り
で
す
が
、

ζ
む
結
果
か
ら
ゐ
る
と
一
さ
れ
て
お
ら
ず
、
問
題
立
い
P
考
え
ら
削
指
ぐ
ら
い
由
大
き
な
ド
イ
ツ
製
カ
メ
ラ
と
一
一
一
問
先
で
工
場
、
世
経
営
、
ま
た
嘉
一
日
量
獄
、

は

舎

川

は

花

水

橋

一

い

京

は

有

機

物

主

〈

合

ん

で

い

る
ζ

一

重

量

主

ま

わ

っ

て

い

る

警

は

一

れ

そ

側

壁

が

つ

い

で

墜

族

主

流

量

管

ま

わ

っ

州

実

務

付

書

と

な

っ

た

が

、

韓

一

口
②
霊
襲
撃
四
十
六
年
十
月
一
と
を
示
し
、
と
の
よ
ろ
な
菜
畑

E
一
相
暗
所
で
は
努
平
均
衝
で
は
雲
し
一
②
金
品
聖
奈
川
と
い
わ
れ
m
M

た
。
近
震
雲
皇
室
喜
兵
器
一
円
、
同
地
白
高
墾
喜
重
+
尚
宏

ば
か
ら
悪
事
七
年
一
一
一
塁
で
一
入
る
と
一
間
密
警
警
か
多
お
ぞ
い
る
も
の
の
、
十
八
包
の
豊
中
、
三
よ
う
に
き
れ
い
だ
っ
た
ζ

の
皆
、
制
あ
ま
り
に
説
議
室
空
気
お
く
れ
し
て
何
で
雪
仕
事
議
錦
、
貯
金
与
さ

幻
警
測
定
項
目
聾
義
雄
(
公
共
用
一
費
五
、
義
の
善
が
お
び
や
か
さ
一
一
回
だ
け
0
・一一五
E
F
Mと
董
由
一
聖
書
の
開
発
な
ど
に
よ
っ
て
、
前
側
壁
ハ
管
往
復
、
や
っ
と
し
議
き
ぐ
っ
吉
署
敗
戦
。
ご
十
一
一
一
名
目
軍
人
色

調

書

の

氷

室

主

義

境

上

田

一

れ

ま

え

一

二

a基
登
用
し
ま
し
た
季
五
一
述
の
よ
う
に
、
相
当
汚
染
ま
れ
で
い
ま
酬
を
と
ろ
、
会
守

H
e
a
-
-
z
i
s
i
m
i
l
i
-
-
-
別
し
な
か
っ
た
義

勾
警
に
つ
き
、
人
的
震
を
保
持
し
ニ
芝
揮
義
時
間

(
B
S
)
ポ
定
一
旬
義
務
審
し
て
い
ま
せ
ん
@
一
す

a

川
淵
応
じ
て
く
れ
た
の
で
ほ
…
喜
襲
警
護
欝
霊
童
謡
罷
“
ん
の
審
議
長

欄
善
霊
安
保
全
喜
言
葉
す
一
ま
じ
っ
て
い
る
不
溶
性
的
駒
栄
て
忠
実
言
、

B
o
s十
八
組
中
市
で
?
の
持
れ
の
特
設
を
は
あ
制
。
と
し
た
と
い
う
。
…
議
欝
鱗
襲
警
人
た
ち
が
』
雪
山

か
き
と
か
警
し
い
基
準
)
で
定
め
ら
一
毒
事
襲
撃
中
島
宅
京
一
十
七
回
、

8
8が
十
八
回
中
十
一
回
不
〈
喜
需
品
川
に
受
古
也
九
州
刷
費
耳
障
に
蓬
に
…
欝
議
鰭
譲
欝
民
は
と
白
喜
多
」
ま
h

M

れ

て

い

る

生

活

費

留

と

鐙

一

量

り

の

露

言

。

ま

す

。

適

合

で

あ

り

二

言

語

で

は

量

一

つ

の

高

率

整

理

し

ま

し

た

酬

入

社

、

言

白

書

…

機

器

瀦

警

曙

泣

い

て

す

草

で

P

応

ぺ

B
O
Dに
つ
い
て
は
全
部
設
小
道
側
社
長
か
ら
露
陶
を
受
げ
…
鱗
務
総
明
綴
線
鰭
ふ
概
山
た
が
、
あ
害
ら
め
で
}

浦

合

、

特

広

域

別

川

、

間

輔

・

谷

川

排

水

路

附

た

。

問

一

一

厚

制

、

ド

イ

y

…
畿
畿
欝
鱗
勝
機
織
謬
鰍
町
議
草
十
一
時
十
一
月

U

の
汚
濁
が
ひ
ど
い
ζ
と
が
わ
か
り
し
ま
し
附
か
ら
初
め
て
菜
室
二

Z
量
豊
富
襲
撃
き
い
目
、
無
一
物
で
同

寺

た

。

制

組

閣

が

輸

入

さ

れ

ド

イ

Y
E
4
e
j
i
l
e
-
-
z
L
た
。
苦
労
忽
木
、

私

企

宮

川

町

議

は

や

は

め

務

市

排

水

制

人

技

師

か

ら

教

え

存

受

け

た

。

京

都

か

ら

亀

田

す

す

め

で

マ

イ

ク

5
4

蜘

が

主

体

で

、

ζ
れ
に
笛
空
軍
事
業
制
送
さ
れ
る
実
典
の
写
真
寄
東
京
で
一
受
像
し
写
真
ヱ
曜
課
長
号
室
は

の

所

誹

武

な

ど

が

加

わ

っ

た

も

の

と

考

え

一

側

辛

閉

四

百

主

璽

新

聞

に

配

給

し

た

e

間
四
年
夏
花
、
自
努
付
近
出
窓
挙
管
払
財
閥
土

臨

輔

ら

れ

ま

す

・

ζ

の
対
策
と
し
て
は
詣
模
則
投
界
最
大
田
飛
行
船
y
a
y
ベ円
J
Y伯
母
が
ジ
タ
D
ー
ト
鐙
訣
し
て
対
λ
か片

思

川

間

需

要

下

童

書

警

皐

鮒

棄

し

た

君

、

機

ケ

滞

空

出

張

七

百

間

に

た

票

率

重

考

え

て

察
階
で
あ
り
、
重
i
H尿
の
需
や
砂
崩
制
わ
た
っ
て
取
材
し
た
。
間
近
酷
十
一
月
期
日
仕
し
主
主
、
住
吉
た
時
代
安

海

i

採
取
の
規
制
・
指
導
監
督
の
強
化
に
一
間
浜
口
雄
幸
首
相
が
大
損
習
際
観
K
領
下
し
よ
る
広
報
紙
白
マ
イ
タ
口
化
壱
患
い

践
と
努
力
吉
宗
弔
え
で
す
。
郎
う
と
し
て
東
京
釈
で
佐
郷
田
居
留
雄
花
柄
撃
窓
割
問
い
ら
い
の
晶
栽
萄
幸
一
年
が
h

の

l

以
上
、
己
ん
ど
白
京
磁
謁
査
の
融
商
罰
則
削
れ
た
時
、
石
山
さ
ん
は
同
じ
宛
橿
で
…
行
r外
コ
マ
白
フ
ィ
ル
ム
に
収
録
し
て
世

鞠

に

つ

い

て

ざ

っ

と

詰

し

ま

し

た

が

、

側

要

使

た

ち

の

署

名

き

己

実

警

は

た

一

蓄

の

保

在

費

、

震

ζ
れ
以
上
湾
川
川
名
汚
さ
ず
、
水
面
聞
の
向
側
遭
遇
、
首
霜
が
駅
長
祭
で
倒
れ
、
中
島
抑
制
醤
い
内
致
事
よ
費
棋
で
、
線
描
し
和

河

上

を

は

か

る

接

関

係

長

豊

富

糊

票

雪

超

ζ
そ一

2
Zと
ζ
ろ
議
の
は
感
謝
状
轟
っ
て
雲
ね
ぎ

お

力

は

も

昌

ろ

ん

の

ζ
と
、
一
般
塞
庭
、
限
時
討
を
脅
景
に
「
入
れ
て
シ
ャ
ツ
b
m
i
登
一
回
夫
人
G
O
)ど
の
聞
に
四
男
一
品

市

工

事

事

務

喜

一

一

言

一

体

と

な

っ

側

き

っ

た

。

同

僚

や

他

社

の

力

メ

ラ

マ

ジ

謹

が

、

長

女

は

墨

、

淑

人

由

主

i
 

制

て

協

力

し

合

わ

な

り

詰

所

雪

豪

州

れ

で

裁

け

つ

け

、

嘉

益

事

室

ば

れ

量

産

協

力

し

て

い

る

同

カ

は
翠
め
ま
せ
ん
。
夜
陰
K
乗
じ
て
河
川
間
七
行
く
と
ζ
ろ
号
撮
影
し
て
い
た
。
ひ
主
患
な
』
が
権
条
。
趣
味
は
写
真
.
世

に
ゴ
ミ
を
す
で
た
む
、
廃
油
の
本
接
投
蹴
早
か
っ
た
右
川
さ
ん
田
直
真
却
特
ダ
主
と
忍
教
と
テ
ニ
ス
を
や
っ
た
。
控
地

警
ど
祭
、
山
雪
行
為
は
お
互
い
に
開
閉
り
各
紙
の
紙
上
暴
っ
た
。
有
名
な
高
言
み
、
た
は
と
は
主

D
1
一箱
a

つ
つ
し
ま
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
淵
襲
安
院
が
全
焼
し
た
時
も
駆
け
つ
貯
た
が
、
留
が
ど
苔
な
る
な

，
か
町
が
尻
市
り
な
い
地
球
H"
は
、
と
山
側
つ
い
で
花
火
袋
亮
舞
栂
礼
の
広
告
の
注
文
を
い
う
。
穴
ナ
七
議
1

η
も
な
お
古
守
g
か
吋
が
え
の
な
い
平
問
酬
と
っ
て
帰
っ
た
と

ι…
ろ
~
宙
開
山
社
長
か
ら
特

E

一

堀
弧

M

の
別
で
あ
り
、
海
で
あ
り
、
笠
と
川
削
ダ
点
以
上
め
殊
勲
な
り
と
金
一
封
を
骨
口
っ

輯
な
由
で
す
@
環
揖
浄
化
に
つ
い
て
、
制

t
.
当
時
怒
通
は
ニ
ュ
1
氏
と
広
告
と
照
応

み
ん
な
が
真
剣
K
等
え
る
待
機
が
到
来
川
削

し
ず
ん
い
る
自
で
す
@
川
町

@ 
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{事者}

鍵車項富1:つ日での暴挙iま全公共用水域に適剤吉れ、生活環境項目については水域類型ごとに

議場緩が定地呂れています。本衰の場合、金毘JiI土屋橋下流1:-:>いτi主むホ域、相模}I[寒川取
ホ昔書下流1:ついτi孟指定がされτいませんe

広報ひらつかをマイク口 7<;.ムは

収録寄'f"すした

右 )11 靖さん



昨
年
度
青
少
年
相
談
室
が
行
な
っ
陀
腎
少
年
四
針
。
た
よ
宜
を
或
「
各
ム
引
に
あ
た
っ
て
、
背
中
島
早
は
む
り
閣
制

符
化
防
止
活
動
自
務
提
が
C
む
ほ
ど
韮
と
ま
ご

ι
.
0
醐
闘
が
家
庭
で
の
信
頼
関
係
答
申
の
場
で
も
参
窄
臨

時
で
の
特
設
と
し
て
、
①
麹
喝
行
動
金
潜
在
拡
.
@
非
争
え
我
々
拍
毒
装
め
て
い
る

J
量
事
「
わ

行
の
グ
ル
ー
プ
…
侶
井
滋
訪
問
時
唖
行
動
村
山
場
却
し
た
@

A

V

が
子
」
ど
い
に
し
ょ
に
蝿
し
み
親
平
ゐ
紳
を
し
っ
か

車
摩
種
目
増
間
と
事
的
増
強
あ
げ
ら
れ
や
さ
結
び
あ
結
え

V
J

只

戸
」
の
ほ
ど
平
同
時
市
内
の
中
小
企
業
経
も
つ
な
が
る
わ
け
で
あ
る
・

警
で
平
塚
市
診
断
高
務
究
会
が
結
と
の
ま
筈
霊
長
田
耐
究
会
は
、

警
ゃ
れ
た
e

警
震
や
槽
報
交
換
な
ど
を
組
欝
交
換
に
関
す
る
事
業

中
小

A

実
力
#
薬
品
質
吾
強
宮
た
に
仔
な
っ
て
い
く
も
白
で
、
異
蓄
に
⑤
甲
小
業
診
断
制

め
花
は
常
に
合
福
花
ヘ
由
研
究
努
力
を
は
次
白
康
究
活
動
を
行
な
う
・
機
関
等
へ
の
協
力
事
業

行
な
い
、
ま
た
1

受
粧
を
安
定
し
増
加
①
経
蛍
最
善
花
対
吉
令
研
究
事
業

φ
八
ム
替
に
つ
い
て
由
調
査
研
究
事
業

さ
せ
る
た
め
の
需
要
的
予
潟

κは
、
業
③
品
院
議
員
白
教
育
訓
鞭
常
設
福
祉
に
な
お
、
入
金
に
つ
い
て
の
繭
い
合

界
市
場
白
曲
情
報
が
必
夢
と
な
る
。
関
す
急
事
業
せ
は
、
県
商
工
指
導
前
平
塚
玄
所
へ

ζ
れ
ま
で
に
も
ぺ
経
営
者
カ
椅
瓦
に
①
壁
、
起
の
あ
っ
せ
ん
と
そ
り
機
関
へ
白

(
T
E
L
n
，五
δ
一一一五)

ぬ
れ
宇
で
瞳
気
務
自
共
事
扱
う
と

と
は
さ
吋
ま
し
ょ
う
。

そ
の
2
・
n笈
花
多
い
欝
鋸
事

故
H更

は
一
組
中
で
、
暗
闇
祭
事
故
由

一
番
多
い
と
き
。

東
京
電
力
(
幹
)
平
揖
営
業
所
電
融
か
雨
ど
い
に
吉
わ
っ
て
い

で
は
今
月
号
か
ら
N

億
気
一
日
メ
た
り
、
碍
子
炉
は
ず
れ
て
い
る
よ

モ

。

を

指

訴

す

る

。

う

な

ζ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
J
7

そ
の

1
・
n
ぬ
れ
苧
は
キ
ケ

V
ピ
ア
ジ
テ
ナ
、
機
突
の
支
輯
が

y
u

霞
融
に
ふ
れ
る
お
そ
れ
は
あ
り
ま

電
封
は
湿
っ
た
場
所
や
、
ぬ
れ
せ
ん
か
.

た
と
ζ
ろ

へ

尊

重

警

の

己

ん

な

さ

さ

、

豪

寧

警

察

る
e

所
(
電
白
・
日
九
ご
口
ヘ
.

か

ら

大

審

議

が

あ

っ

た

ま

た

、

炉

問

人

で

詰

け

ら

れ

な

か

っ

た

仕

事

も

夕

、

4

ん
1
プ
な
ら
議
け
ら
れ
る
と
い
呈
経
済
八
月
…
回
、
平
一
塚
市
担
軒
町
K
、
無
繋
拐
の
み
取
り
扱
有
J
e

的
強
調
も
望
め
る
し
、
個
人
一
人
の
力
集
配
の
特
定
郵
破
局
N

平
揖
椛
お
郵
便
マ
取
扱
い
時
間
'
郵
国
間
貯
金

よ
り
グ
ル
ー
プ
白
力
に
よ
っ
て
お
互
い
局
μ
が

開

民

吉

台

時

5
午
捜
4
時
ま
で
)
/
一
警

の
品
績
の
も
と
に
再
来
助
け
あ
っ
て
い
場
所
は
一
剣
訂
答
E
ん
一
階
註
務
自
時
答
申
3
午
後
5
時
菜
、
)

E
分
野
が
必
守
生
ま
れ
て
経
営
剃
徒
に
釘
お
番
9
血
管
〉
で
、
部
議
・
郵
援
貯
金
改
躍
留
は
午
前
中
.



菜
、
京
年
十
主
義
準
金
と
一
昔
、
一
般
的
岳
年
金
托
つ
い
て
は
一
挙
な
く
す
ζ
議
決
ま
っ
た
，

辞
書
票
緩
和
主
、
戦
争
義
一
六
万
円
最
度
額
ど
す
る
.
一
己
白
制
度
を
霊
互
に
あ
た
つ

に
つ
い
て
は
中
尉
以
下
は
る
議
併
結
と
↑
一
て
、
前
も
っ
て
的
か
ん
持
接
の
?
へ

一
市
福
祉
事
務
所
へ
申
し
出
て
ほ
し
い
。

時

政

府

笠

宏

保

険

に

限

っ

て

一

円

襲

重

量

}

乙

れ

は

保

器

の

何
川

υ

一

ー

種

差

金

は

保

険

組

長

め

な

い

人

一

喜

一

会

除

い

た

一

企

つ

季

語

、

官

官

。

…

厳

官

官

倒

窓

口

支

払

い

な

く

す

一

M
M

け
刊
誌
ぷ
持

j
一
で
も
受
け
ら
れ
る
年
金
べ
そ
の
給
村
一
一
一
一
霊
平
号
加
算
し
た
金
額
ご
め
た
、

ζ
と
し
の
十
月
か
ら
福
雄
一
七
十
た
以
上
あ
人
と
警
告
#
の
一
め
、
種
々
神
三
加
え
て
吉
た
が
、

ζ

一
あ
る

υ

ア

必

喪

主

援

撃

量

が

章

一

(2)
母

子

喜

子

二

星

雲

一

室

の

よ

う

E宣
言
。
一
塁
授
の
慢
に
つ
い
吋
、
議
官
一
塁
塁
の
協
力
に
よ
り
「
詩
一

全
る
の
で
、
収
入
事
い
ふ
芸
は
年
一
受
け
て
い
る
主
人
的
患
の
震
が
そ
一
日
い
ず
れ
も
語
ご
内
中
一
で
の
向
っ
し
お
加
盟
査
し
九
一

ZJた
一
霊
祭
巴
語
っ
て
容
で
の
ま
↑

醐
哉
の
一
安
警
護
し
て
も
品
川
福
祉
一
由
人
の
襲
親
族
花
応
じ
て
次
の
重
一
マ
老
齢
猿
杖
年
金
三
万
李
六
百
円
一
喝
m
-
~
一
町
一
時
一
向
『
町
一
向
勾
』
開
』
m
一
命
』
恥
司
即
叩
』
ご
ω
-
町
一
m
-
h
p
h目
-m-m一時一信一旬、』時司尚一ω一切』匂宇一M-ω『ω一mω一-h-一句一ω一町一~一句町一m一』一恒三一ω一也
-zz
一切
E
Z
E
E
-
2
2

ゐ

年

金

よ

る

所

帯

保

障

を

切

差

額

二

掲

げ

議

に

な

っ

て

い

る

と

き

。

一

(

一

芳

七

圭

ハ

百

円

)

一

掴

i

-

h

e

a

p

一

て

は

か

り

に

括

く

な

ろ

う

。

一

ト

宇

治

商

工

震

で

募

壊

し

て

い

る

。

麟

て

い

支

た

ち

に

喜

Et支
給
す
る
一
義
務
事

2
5
2
7障

害

福

祉

年

金

ハ

万

円

(

四

万

八

百

一

齢

制

覇

一

署

ニ

内

野

自

量

輸

榔

轟

一

世

芝

、

ζ
の
仕
事
を
遇
し
て
生
霊
玄
関

9
5
1孔
耳
目

録
考
一
凡
添
ミ
富
が
あ
る
限
草
加
す
一
千
七
霊
十
円
、
一
金
上

74九
十

一

刻

)

一

i

l

e

a

-

一

や

販

売

芝

対

し

て

も

、

十

分

な

注

意

一

マ

喜

'

成

人

事

諮
れ
ば
薬
事
北
京
若
仕
組
T
O
と
な
一
幸
季
七
百
玄
高
に
扶
幾
重
一
一
マ
母
子
雀
母
子
)
福
整
金
玄
万
一
一
市
吋
祭
器
工
課
で
は
、
神
奈
川
蝉
一
と
い
わ
れ
る
。
一
を
払
う
よ
孟
朝
制
し
て
も
FJhJ.

一
マ
賃
金
・
一

g
一
千
五
百
円
他
民

錦
織
。
て
い
る
。
丈
に
つ
宰
主
芳
笠
平
内
奇
襲
。
一
主
高
(
一
一
一
言
千
八
百
内
)
一
平
塚
治
区
許
警
ニ

2
1十
五
人
義
一
計
量
モ
ニ
干
の
仕
事
は
よ
克
一
一
マ
一
塁
e
市
内
在
住
の
一
般
家
庭
婦
人
一
軸
受
給

民
妻
、
緯
砥
年
金
は
主
主
散
の
一

(3)
箆
偶
者
、
ま
た
は
本
人
主
主
義
、
車
号
室
と
は
、
両
親
が
一
集
し
て
い
る
。
百
か
ら
三
十
一
日
ま
で
の
閉
経
入
し
一
マ
号
、
法
八
月
二
十
五
日
ま
で
に
亨
勤
務
時
南
中
部
品
i
午
後
必

ぷ
竿
繁
盛
時
ら
れ
え
れ
外
事
品
月
曜
に
し
一
し
て
議
。
て
い
る
懇
親
韻
弱
者
品
目
前
田
ヰ
一
な
く
穏
父
母
や
兄
島
な
ど
に
め
ん
ど
っ
一
消
費
者
は
白
常
の
買
い
駒
で
い
ろ
い
一
た
商
品
定
つ
い
て
、
そ
の
血
管
や
田
義
一
世
担
割
は
か
き
托
住
所
、
民
名
、
宏
之
マ
坤
し
、
手
?
市
内
部
附
商
工
諌
へ

醐
で
い
る
空
襲
襲
霊
室
量
一
の
所
得
が
そ
の
人
の
扶
豪
華
援
を
み
て
も
ら
っ
て
い
る
十
八
議
武
器
一
ろ
な
商
品
を
は
か
つ
て
一
民
っ
て
い
る
が
一
の
縄
類
、
震
な
と
均
一
調
べ
て
も
ら
う
一
家
族
構
成
、
泣
帯
主
の
職
業
、
喜
一

E
L
n
-
一七
0
0
内
章
一
γ
む

醐
受
廿
て
所
樽
禄
障
さ
れ
て
い
る
人
K
M
M
一
じ
て
次
白
茨
に
掲
げ
る
嶺
に
な
っ
て
い
一
子
に
支
叫
わ
れ
る
年
金
で
あ
る
。
一
揖
件
、
計
設
に
は
時
関
心
な
人
が
多
い
一
ζ
と
か
仕
事
だ
。
モ
}
一
点
:
品
一
経
験
し
一
番
目
マ
キ
一
明
ぷ
の
一
?
λ
、
忠
塚
市
浅
間

醐
福
祉
年
金
は
支
給
し
な
い
ζ
と
に
な
哲
一
る
と
き
e

醜

て

い

る

。

一

マ

扶

韓

親

族

教

O
人
的
と
き
吉
一
ニ
十
二

冊
祷
秘
年
金
は
本
入
金
家
族
の
所
揮
耕
一
万
一
一
歪
ハ
百
二
十
五
月
二
人
目
と
吉

次
露
見
主
事
会
は
、
そ
の
苦
一
霊
平
一
万
八
千
六
百
二
十
宣
問
、
一
一

b

醐
五
月
一
室
認
苔
慰
霊
で
支
給
露
一
人
以
よ
な
ら
君
主
主
万
八
主
亘
一

議

醐

芸

ぷ

る

。

一

十

高

基

盤

霊

一

人

争

除

い

た

一

ヱ

主

轟

襲

警

鐘

嘉

一

人

に

つ

章

一

一

芳

五

言

吾

妻

。

ら

整

会

撃

で

い

き

の

ま

一

ご

と

で

い

う

事

長

、

史

J

醐
揮
が
事
あ
人
田
技
強
懇
族
数
花
応
じ
て
一
そ
の
も
的
で
な
く
、
収
入
か
P

与
で
の
収

お
醐
書
掲
選
努
返
っ
て
い
る
と
き
e
一
入
毒
ゃ
に
必
寮
な
経
費
〈
撃
所
得

綴

醐

マ

襲

撃

豪

州

O
人
主
一
一
十
八
一
の
場
合
は
給
与
事
控
除
)
を
控
除
し

正
醐
返
さ
人
塁
手
万
五
百
二
こ
た
も
の
で
、
異
議
長
襲
警
義

革
繍
人
以
ょ
の
と
き
は
五
十
万
玄
素
足
扶
一
税
対
象
と
し
て
市
で
わ
か
っ
て
い
金
酎

一
半
稼
で
技
能
検
定
総
選
会

神
奈
加
媒
立
平
家
事
都
職
業
鍛
練
校
一
も
泊
中
入
で
、
受
議
棋
は
線
制
軒
。

と
草
塚
市
、
小
田
厳
出
問
主
姦
議
蜜
義
国
一
輔
申
し
込
み
・
笠
望
古
色
人
は
、
ま
だ

空
襲
撃
塞
税
事
会
が
次
的
一
義
K
余
裕
が
あ
る
の
で
い
ま
す
ぐ
ど

臼
穆
で
鶴
穣
害
れ
る
.
一
《
語
、
。
県
立
平
塚
帯
修
職
業
訓
練
校

受
講
で
害
叉
絵
、
一
一
一
撃
蓄
豊
一
義
ケ
字

1
1警
・

O
九
一
七
)

口
岩
田
受
験
資
格
托
定
め
る
静
厳
年
数
と
詞
一
か
、
市
時
間
T
議
(
電

n・
一
七
円
む
内

村
h

醐
程
度
抽
出
器
欝
鮮
融
合
宏
人
.
‘
一
組
問
一
示
。
、

H
醐
な
持
、
一
一
護
霊
露
。
て
い
る
一

引
一
方
言
葉
一
投
書
〉
は
、

ι一

5
月
1
臼
国
道

皐

量

翼

事

終

了

宮

争

点

技

能

室

長

一

で

消

防

大

演

習

r醐
襲

取

揮

で

章

句

一

九

万

一

日

は

嬰

の

目

l
。
ζ

の
日

清
醐
{
議
智
脅
場
・
日
程
〕
一
朝
六
時
、
関
東
大
捜
災
誼
の
大
描
鍵
を

挺
磁
聾
・
窄
裏
目
八
月
一
一
一
一
古
か
一
棄
し
て
、
六
阻
害
防
議
臨
調
笥

守
中
主
一
月
六
段
簿
業
京
金
(
平
審
サ
一
宇
薗
道
一
母
親
日
繁
華
街
で
間
接
古
令

醐
修
験
禁
都
練
校
U
/
な
和
、
十
一
月
十
一
演
習
は
、
消
総
本
部
、
器
、
各
出
張

醐
一
品
目
か
ら
間
間
十
八
年
]
一
月
一
二
十
一
日
ま
一
所
の
職
員
会
員
と
消
紛
回
全
分
砲
が
害

起

で

合

襲

T
姦
議
所
で
も
h
な
え
一
加
、
ζ
の
消
防
護
が
東
海
道
警

F
融
関
叡
金
総
長
為
月
一
円
口
か
ら
さ
一
月
六
一
銭
拝
品
副
5h出
郵
援
扇
)
で
樹
齢
車
由
一
政

自
ま
で
鮭
適
京
京
金
(
平
塚
専
修
験
業
一
式
年
よ
り
京
事
委
譲
り
、
訪
当
主
活
動

態
翠
掛
警
時
宮
、
午
後
六
一
わ
草
案
菱
重
(
市
き
が
巡

時
か
ら
八
時
妥
4
秀
幕
。
各
室
慾
す
み
ゑ
羽
詰
で
特
な
わ
れ
る
e

(15) 
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九
ポ
で
滋
ぅ
、
う
が
い
号
古
色
ζ
と
学
泣
い
U

に
よ
る
大
気
汚
換
の
新
門
戸
虫
剤
げ
て
二
て
h
ぞ
れ
説
刻
、
官
加
え
ら
仁
れ

で
、
軽
い
絞
状
な
ら
三
十
分
か
ら
一
揮
と
、
長
期
的
化
実
施
す
る
島
宏
対
て
い
る
が
、
超
過
筋
道
大
都
市
策
京

時
間
ほ
ど
で
五
日
用
比
も
と
る
一
@
第
」
壱
決
定
。
+
六
日
目
剰
日
新
聞
は
、
多
少
の
再
開
発
は
で
き
る
で
あ

光
化
手
ス
モ
グ
グ
が
発
怨
し
た
ら
は
と
の
ζ
と
占
一
世
社
説
で
と
り
あ
げ
、
ろ
与
が
、
部
員
を
根
っ
ζ
か
ら
変
え

京
急
な
閉
動
車
町
運
転
は
中
止
す
る
「
ど
と
ま
で
積
盤
的
花
実
施
吉
宗
り
て
住
み
や
一
す
い
都
市
へ
の
改
造
は
、

援
外
で
物
亭
燃
や
さ
ぬ
1

T
湯
・
事
か
、
は
っ
き
り
し
な
い
も
の
が
少
な
も
は
や
不
可
能
に
近
い
m
り
で
は
な
か

議
所
な
ど
は
霊
童
問
書
演
ら
〈
な
い
」
と
覇
主
へ
「
光
化
る
う
か
.

す
、
外
出
吾
見
合
わ
せ
る
な
ど
の
ζ

学
ス
モ
ッ
グ
白
発
生
療
は
自
動
車
の
わ
た
く
し
は
、

ζ
れ
ら
の
義
援
は

とをパJ

す
っ
て
も

ιい
た
い
も
ゐ
だ
。
整
局
ガ
ス
だ
吋
で
は
な
い
に
し
て
も
む
し
ろ
、
と
れ
か
ら
の
自
本
を
支
え

光
化
学
ス
宅
ッ
グ
の
発
生
は
、
太
車
が
大
き
な
一
ロ
エ
i
ト
害
占
め
て
い
る
地
方
都
市
と
し
て
生
か
し
て
い
く

砲
の
光
臨
の
強
い
夏
の
B
K多
い
の
る
こ
と
は
密
定
で
き
な
い
だ
る
つ
.
べ
き
も
の
と
巧
叶
え
る
も
の
だ
。

で
め
る
か
ら
、
と
れ
か
ら
も
十
分
に
(
酪
)
光
化
学
ス
モ
ッ
グ
封
筒
は
、
「
緑
化
」
に
つ
い
て
若
者
は
、
公
園

光
化
学
ス
モ
ッ
グ
昭
一
発
生
は
、
大
で
い
た
小
学
校
瓶
詰
垣
間
名
が
、
の
ど
鶴
田
紫
外
綿
が
作
用
し
丈
起
こ
る
の
段
議
し
て
も
ら
い
た
い
と
思
5
a
と
白
威
主
問
題
小
鉾
決
し
な
い
限
り
や
辻
木
奇
ふ
や
し
、
廷
に
京
や
犯
を

都
市
か
そ
の
周
辺
都
市
民
限
む
れ
て
由
痛
み
を
替
え
る
と
い
三
被
害
が
出
で
は
な
い
か
と
い
わ
れ
て
い
る
。
も
し
被
害
玄
Z

け
た
と
き
は
、
市
効
一
興
的
な
も
の
に
な
ろ
な
い
」
と
お
場
孔
る
謀
説
は
一
日
も
拘
る
が
ぜ
に

い
る
と
一
思
っ
て
い
た
と
ζ

ろ

、

平

塚

た

り

で

あ

石

e

X

侶

学

ス

モ

ッ

グ

mY紅
状
は
、
包
役
所
か
抽
防
塁
、
ま
た
は
保
母
問
、
搭
し
て
い
る
が
、
そ
の
と
お
り
だ
と
で
き
な
い
と
し
、
そ
の
た
め
に
は
数

に
も
六
月
六
日
を
皮
切
り
一
花
、
六
月
一
一
国
呂
の
十
九
日
は
十
一
一
一
時
五
十
や
鼻
や
の
ど
に
制
激
や
痛
み
を
感
じ
瞥
療
省

r揮
叫

相

さ

れ

た

い

。

お

も

っ

。

多

〈

の

輯

京

協

吾

造

成

し

な

け

れ

ば

中
K
一
一
芦
田
あ
注
意
報
が
発
令
さ
れ
て
}
努
に
世
間
会
。
れ
た
が
、
何
ら
異
状
た
り
、
低
薬
品
百
一
ま
い
が
起
き
一
た
た
ま
た
ま
』
U

月
十
五
日
、
光
化
学
深
刻
化
し
て
い
る
光
化
学
ス
モ
y

主
わ
な
い
、
と
。
ま
た
街
角
の
狭
い

問
民
を
お
お
い
K
驚
か
せ
た
.
な
く
、
一
時
間
二
十
分
後
花
解
除
と
り

7る
。
応
急
手
当
と
し
て
は
、
自
ス
モ
y
F対
錨
推
進
会
議
が
「
党
化
グ
に
つ
い
て
、
閣
は
効
国
間
約
な
対
策
土
地
に
も
移
の
よ
い
木
亭
極
え
た
り

そ

の

接

、

七

月

中

は

幸

い

一

郎

も

な

っ

た

。

安

全

な

場

所

と

思

わ

む

る

合

唱

怨

に

講

じ

て

も

ιい
た
い
e
無
粋
な
ブ
ロ
y
タ
塀
(
ベ
い
)
K
Y

発

生

し

な

か

っ

た

が

、

し

か

し

い

つ

よ

う

な

と

と

ろ

に

被

宮

家

出

て

い

る

X

X

タ

ム

一

世

は

わ

せ

る

な

ど

、

離

白

笑

し

い

起
昔
る
か
不
安
な
ζ
と

で

+

母

合

の

だ

か

ら

、

注

意

輔

が

発

令

さ

一

れ

た

都

市

づ

く

空

室

埋

雷

同

し

て

い

る

。

六
日
は
十
由
時
ニ
十
分
に
発
令
さ
と
日
ど
ζ
で

も

柚

阪

は

で

き

な

い

・

さ

「

哀

R

m

h

生

活

地

区

(

思

弁

務

「

地

上

の

議

関

口

で

著

者

の

、

「

狭

れ

一

正

時

間

二

十

分

後

に

解

除

、

市

民

市

民

間

害

課

で

は

、

県

令

名

前

と

揚

縁

長

夫

著

)

令

官

、

あ

ψ

忽
同
告
に
出
席
し
た
い
土
強
化
多
く
白
人
を
つ
め
ζ
む
激

に

は

な

ん

白

被

害

も

き

す

ん

だ

。

ヵ

し

て

、

光

化

学

ス

モ

ッ

グ

発

話

崎

献

と

主

蓄

に

贈

ら

れ

た

む

で

、

わ

策

を

や

め

え

豊

か

な

生

霊

揖

を

ご
白
百
の
子
一
日
は
十
四
時
十
分
予
測
に
必
要
な
オ
キ

u
r
yト
濃

度

灘

加

た

く

し

は

さ

っ

そ

〈

読

了

し

た

.

も

っ

た

都

市

づ

く

EAC進
め
た
い
a

k
発

令

、

一

一

一

時

間

一

一

十

分

後

花

震

を

測

定

し

、

そ

容

貌

聾

を

と

っ

前

同

署

は

「

一

言

一

一

記

長

お

れ

た

人

や

議

や

自

動

車

の

び

っ

し

り

つ

に

な

っ

た

。

花

水

河

口

付

近

で

す

イ

て

お

り

、

投

議

報

発

令

と

問

時

に

広

定

畳

間

帯

世

紀

を

、

東

京

花

住

む

人

は

、

ま

っ

た

状

態

で

な

い

低

密

度

白

、

そ

P
D
5
2差
七

語

、

の

ど

報

無

線

や

有

続

放

送

な

ど

で

金

百

酬

盟

主

事

f
利
用
す
支
は
、
ど
白
し
天
び
と
や
蓄
が
富
島
幸

の

痛

み

や

せ

告

が

出

る

と

い

乏

紅

状

記

知

苔

せ

壱

し

て

い

る

a

向

調

よ

う

な

都

市

を

つ

〈

円

台

釣

で

進

ま

ま

わ

れ

る

琉

動

化

し

斤

議

内

つ

ま

が

雪

だ

ま

た

八

喜

Z

Eス
モ

ッ

グ

の

毒

患

閥

抗

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

だ

ろ

主

一

」

と

り

低

霊

襲

警

お

っ

て

、

故

教
思
の
箆
丙
で
パ
ト
ジ
一
緯
習
中
の
女
い
ま
の
と
こ
ろ
木
関
で
あ
h
N
即

、

た

問

い

か

け

て

、

つ

ぎ

の

よ

う

な

未

来

造

し

て

い

か

な

付

れ

は

立

ιな
い
」

子

中

学

生

本

窓

、

の

ど

の

痛

み

や

ぷ

ん

!

工

場

な

ど

か

民

訴

出

古

れ

る

へ

の

提

策

壱

容

れ

て

い

る

。

す

な

わ

化

共

癌

を

常

喜

一

骨

も

巴

で

あ

る

a

気

持

ち

が

怒

く

な

る

と

い

う

夜

状

が

煙

や

、

自

動

車

の

重

加

ガ

ス

忙

合

ま

名

、

「

住

む

護

び

を

時

吉

会

坦

現

代

わ

た

く

し

は

、

住

み

よ

い

平

塚

の

超

音

た

。

吉

ら

に

馬

ス

一

河

口

で

送

ん

む

申

鰻

繁

激

化

物

や

炭

花

木

紫

比

武

都

市

を

」

「

東

京

の

結

化

を

」

「

町

都

市

づ

く

り

に

己

れ

ら

は

よ

き

欝

蛍

設
V
A
来
観
田
保
育
を
」
「
通
大
俗
の
と
し
て
一
受
付
と
め
、
異
認
に
精
い
っ

抑
制
を
」
「
魅
力
あ
る
東
京
を
」
ば
い
白
努
力
を
し
た
い
と
お
も
う
.

お

止

に

韓

関

詮

の

六

習

を

あ

@

和

四

七

λ
・一
v
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マ
木
曽
告
義
，

9
月
7
B
i
u月
日

仔
終
案
曜
日
持
雷
品

f
治
時
的
山

イ
デ
ィ
ア
寄
生
か
し
た
作
品
づ
く
り
お
宮
「
カ
ナ
ダ
と
南
ア
メ
D
カ
』
分
『
み
ん
な
で
合
わ
せ
る
一
警
び
を
』

娯
立
平
塚
背
少
年
余
揺
で
は
、
八
』

H
小

中

単

位

門

v
暁
函
・

3
月
お
臼
施
時

i
m出
時
講
師
柴
田
久
口
議
少
年

月
十
五
日
か
ら
九
万
三
士
自
家
で
の
マ
一
青
山
手
ヂ
ヂ
ル
i
ブ
指
導
者
療
棒
金
『
白
本
人
己
ζ
Kあ
り
』
マ
青
少
年
一
業
械
数
議
・

9
克
5
臼
5

行
事
義
授
、
震
の
み
な
害
ん
に

9
R
2
5賀
訪
日
一
時
週
金
管
茎
道
数
字
高
松
田
幸
月

1
2
7日
露
福
岡
四
時
男
5

広
ぐ
由
利
用
し
て
ほ

b
a

伊

T
L
a
-
-
h
j
}
l

，
}

m

ω

時
部
分
可
抽
霧

し
い
、
嘉
一
び
か
け
最

nt喝
、
』
諸
笠
t
h
F
J
亀
車
種
翠
「
イ
J
可

J

ド

・

3

2

る
農
事
ら

j

て

言

語

ノ

J
F
3
4
3

」副長
f
f
E
&
F
丸
議

cd
制
作
ま
で

F

B
色

2

各
媛
じ
物
へ
の

}

j

i

j

、

i

h

l

少
平

月

一

参

加

を

希

望

す

る

海

外

移

仲

践

の

写

真

間

関

と

暁

函

町

村

中

学

生

剣

一

一

入

は

直

接

、

青

少

匂

i
j
i
l
l
d
一

:
i
f
-
-
i
考

書

室

・

一
一
年
念
館
へ
。
(
電
泣
・
七
O
一
一
九
)
四
時
お
分
f
m時
部
分
芳
ノ
ル
!
プ
白
留
事
争
限
缶
四
応
切
れ
午
、
治
時
加
納
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ホ
珂
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1
げ
w
m
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H
印
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象
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英
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技
札
制
、
レ
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曜
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刑
不
全
商
時
i
u
時

一
一
日
月

8
3
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5
日
露
木
臨
包
帯
』

H
烹
手
D

L

!

?

芸
1
撃

・
9
月

6
?日
月
マ
青
少
年
一
重
乎
急
車
/
型

一
一
叩
四
時
ぬ
分
1
m時
『
英
会
話
の
A
a

マ
転
太
青
少
年
虫
記
散
の
つ
ど
い
・

9

8
臼
毎
週
水
臨
日
時
時
治
労
i
m時

H
留
選
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・
木
刊
四
時
f
m時
/
黍
場
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B
-
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む

欝

塞

き

岳

山
Y
J
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刊
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(
臼
)
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露
努
J
凶

器

葬

「

都

議

定

君

主

i

e
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週
金
古
語
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一

一
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分

『

話
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P
H
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議
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脅

ζ
と
し
は
ひ
と
月
お
く
れ
由
九
月
上
部
調
催
だ
っ
た
.
漆
百
一
一
一

世
+
皮
を
越
す
田
君
主
の
中
、
一
一
一
百
五
十
万
人
由
人
一
出
が
あ
り
、
四
日

常
留
に
は
童
数
若
人
台
日
開
十
一
一
一
号
の
嵐
穏
に
き
ら
さ
一
む
也
ハ
ゲ
ニ
シ
グ

第

一

一

一

つ

り

を
の
っ
た
。
ミ
ス
七
夕
パ
レ
ー
ド
や
モ
デ
ル
撮
影
会
で
は
、
郡
山
立

の
あ
ま
り
路
上
で
寝
ζ

ろ
ん
で
の
シ
ャ
y
主
!
切
り
、
お
な
し
み
古

由
霧
活
風
景
も
涼
阜
」
i
f
d
え
た
。
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ら
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ク
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重
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薮
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A
M
〈
平
慈
市
子

ど
も
会
議
絡
協
議
品
?
の
精
鋭
状
柏
田
花
京
地
区
は
十
四
あ
る
自
治
会
由

や
議
議
吉
h
v
e
F
巧
岳
、
+
一
一
役
怠
申
告
に
子
ど
も
告

書
間
協
犠
脅
襲
。
れ
て
い
去
っ
文
章
連
事
試
し

昌
子
ど
も
議
積
午
、
会
議
も
で
い
る
。

一
万
二
千
人
妻
へ
事
芋
趨
五
月
士
一
一
日
、
子
ど
も
重
義
，

知

的

傾

向

に

奇

匂

ま

っ

て

J
T
ど
も
金
銭
μ
半世間一擢

腎
少
註
諜
は
、
「
子
ど
も
由
た
め
し
、
子
ど
も
品
格
苛
あ
情
報
市
議

の
子
ど
も
化
よ
る
子
ど
も
の
と
、
今
後
の
活
動
亭
話
し
合
っ
た
。
醐

会
と
し
て
、
地
域
金
子
ど
も
会
づ
忍
寸
一
連
は
、
各
子
ど
も
会
白
分
担
醐

ξ
り
に
議
続
的
に
取
り
組
ん
で
お
金
一
一
平
山
間
ず
つ
で
運
営
し
て
い
る
が
醐

り
、
市
砧
門
の
小
場
生
全
部
が
子
ど
一
も
ジ
ュ
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ア
一
旦
i
r
ー
の
伝
達
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習
金
醐

企
の
金
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に
な
る
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も
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潮
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擦
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で
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審
教
祭
実
各
塁
手

の
京
泳
教
語
、
今
室
長
り
で
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告
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な
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号
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つ
む
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と
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品
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絡
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私
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可
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か
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車
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号
車
す

君
、
か
つ
む
拍
車
、
と
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輩
出
五
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仲
縄

X
F

な
ζ
意
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い
る
.
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対
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目
の
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で
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問
活
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的
寄
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で
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忌
中
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マ
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J
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、

映
画
A
M
な
ど
楽
し
い
行
事
が
つ
づ
い

てい
ω
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一
一
民
〉

毎悶大盛況の子ども金水戸永拐事e この夏、委参加

す晶子どもは約8千人e 指導績もそ子製も糞郵だ@
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の
内
子
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会
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動
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昨
年
来
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地
繰
り
子
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晶
づ
く
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を
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い
た
金
宮
地
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で
は

と
と
し
四
月
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各
部
落
ご
と
に
十
出
向

由
子
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A
闘
が
発
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し
た
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ス
ポ
I
Y
で
鍛
え
よ
う
ノ
ス
ポ

1
Y
で
仲
間
に
な
ろ
う
ど
世
合
い
ζ

と
は
に
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拐
の
内
子
ど
も
晶
は
銭
信

区
白
午
前
中
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金
百
小
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で
荷
演

会
役
員
自
担
議
で
只
ポ
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w
M
金
蒸
し

ん
だ
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目
は
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フ
ト
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ル
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レ
ー

ボ
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ル
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サ
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ル
の
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で
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五
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金
田
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で
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し
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岡
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い
る
。
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宵
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向
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ま
民
)

レ
ク
研
修
に
お
人
参
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総
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の
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で
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で
、
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レ
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華
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岱
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菅
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憲
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光
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・
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史
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、
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'" 25日
会所

9 )'J26毘中原公民熔

館

" 278 神 田 公 民 館 穴 野 公民館

f' 28臼 須賀公E討恕花水公民館

ρ29日 平塚市E訪有況松原公民

惣

(3窃め〉

10月11日組公民館液中央農協:ll

沢支所

1" 12尽 桜 豊 田 公 箆 館 器 岡崎公

民館搭誠島公民貧富

? 13臼 金 自 公 民 館 平 塚 探纏所

?- 16日 八幡公民豊宮横内団地袋

会場

'，y 17日 中 原 公 民 館 援 金 問公民

宣宮

d' 18白 神 間 公 民 館 大 野 公民舘

，y 19日 須 賀 公 民 館 花 京 公民館

。20日平塚市長病院松原公民

錯

;日曜日の急患 j
日曜体診6て急患吾敬うため、早塚

市医師会は策路道揺を鏡花交代診俊

樹皮を申し合わせている。

掴第 1・童書3臼馬車問は用側グ:盟主腕

輔揖2・第48穂 81";ヒ側の底続出

原JtIJとして診療に応ずるととになっ

ている。「原烈であって都合}とより

変更もある。日鰹包はあくまで休診

日で診按は緊慾窓者沈殿る」とされ

ている。

輔共語専務続0 ・…山 (32趨 1950)
盟平揮市混病院・て32局0015)
臨済生金持鶴 .... (31局0520)
輯苦製堂輯焼・… (22局4105)
掴童田病院山…… (21局0570)

レ

i
ズ
ン

i 摺おきに 3印〉

l 2繍 j 期 的3閉めが鰐わってから

i接種当臼102か月を経過して18か月

者までの幼児。

! 3錦、昭方向国8年 4)'J!i:入学予定の幼

i児 (8、宮月比は受17られません，

1 10月に受けてくださbワ
i 翻時間・午後1時30分から 3H寺まで

5ただし、器金自公民宣官 民盟国公民

i責官接城島公廷館誌侃酪公民館

j液中央農協土沢支所は午後2時から

j 3時まで@

さ f主主〉平塚理健所での予防接怒¢際

1 I，h El繁用車でのと来擦は、と議慮
i ください.

i (1臨め〉

1 8 J'l30民 地公民責官液中央農協土

i 沢支所

: d' 318 器豊田岳民館・疑似J崎公

i 民銀 会喪主主烏i公民館

1 9月 1日 金 自 公 民 館 平 塚 保 俊 所

; 1" 4 B 戸幡公民館構内集会所

; 95日中原公鵡紬回公民

g 同日韓回公民館大野公民館

: ?- 7日 須 賀 公 民 館 花 京 公 民 館

j "88  平塚市s"oI耳腕 松原公民

， (2回め〉館

百田ぜ君-5;)7王子!Jy.磁犠信託 i 9 J'l20臼 旭公民館 誌中央主主協ニと
瞬間盤・ 1望書 A接種当臼}ζ満 3か月 i 沢支所

を経過して 2 か月までの乳児(3週~ ? 

*tt主好 長持271番地不二主まぐぢめ

早場工場IC勤務のi古井宣男さん(27)
と妻、節子さんて2uの長男、 9か

月 a身長74司、生まれたとき、すで

IC 4.5九の大物で、いまは10九の人

見知りしない重之ちゃん。

パパの車のハンドノLをいじくりまわ

すのが大女子きだ。/，'(;ては平塚市、マ

マは小田原市の出身。今月は応善事44
人の中から豆電之ちゃんに決まった@

予防銭霊童手緩は務J.t:

E、みな苫んが使っている仁予

草方議議手帳」は、 8Jl3C臼の百日ぜ

告・ジフテIIア・自主張詰風混合予防接

種からは、使用しません。

しかし、予防接種は、必ず、以前

まと釘の予防接種を受けたかという記

録を残すζとが一番重要なので、予

紡接種手帳¢過去む記録1<1:，忘れず
に母子手械に記入しておいてほしし、

φ予勧議議開とき必要なもの

<>母子手摺

:cイコ転入した入試の住所地で使

っていた母子手版

〈ロ〉生まれたと吉から住んでいる

入、今まで使っていた予飴主華

麗手肢をいれ しょに持ってき

てくだざい。

<>新しt、関跨察

新しし、商量主祭は、今月中に小学校

/7..学前白全部の子に畏;送します。

瞳対象 a備 1設までの赤ちゃんなら

どなたでも受けられます。当臼は吉正

守主手帳をおれれこ持ってきてほしい

醐時潤・午前日時30分-1C時30分
調巡回日程

8)'J17日げo 公民館

" 24日く木〉 おれ公民館

E月 7臼 C木J 金日公民館

t:-' 14白〈不つ 士長公民館

v 21日〈木〉 玄白公民館

? 28日(木〉 金目公民館

10月 5日 C木〉 説日r公定t'e
? 12日〈木)-wr~ß主企所

" 19日〈木)c'崎公民館

'" 26日仇o吉沢公瓦館
11月 2自仁木〉金田公立主計i

書
あさ 8持30分

ーをご利用ください

この秋Iこ結婚される方へ

秋は懸礼のシーズシです

よい臼在車時!とどうぞ。

軍曹綴式のことなら、なんでも穏毅{ご耳目じ

ます。おこ人でま罰曜はどうぞ。

早渡市俣セシターm案内調

午前の郡江時事審議

今後の古事 1野寺半跨章者

ヲ身串込 ζども会ごとにまとめて市湾少

年課へ申し込む@

脅料金 150fS(おとなζどもとも〉

決金繍

O平家市子ども合連絡協議会

亡F平塚なでしこラてf才ンズよフヨプ

C平畿南

〈ピノキオのほう17ん。三三幕〉

中村俊一 e演白 星罪jB君仲間

‘重量の鈴、

~ 

喝P
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向
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に
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宙
開
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マ
会
酒
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市
立
挑
反
庭
球
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制
作
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的
内
容
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部
に
鶴
樺
融

芸

葬

・

無

視

童

話

宅

奇

心

学

校

、

住

宅

、

道

路

接
連
動
自
で
章
。
線
装
で
フ
ケ
グ
や
港
湾
な
ど
が
入
っ
て
い
る
も
の
.

ト
措
持
書
し
て
ほ
し
い
。
白
面
揃
あ
訴
は
四
つ
切
り
、
容
ロ
i
は

醒

セ

ミ

ナ

ー

受

務

者

募

購

ス

タ

イ
m
p
一一一五一京以上
e

日

i
i
e
i
-
-

県
平
塚
消
罰
処
沼
マ
時
間
・
推
薦
二
3
一
一
一
万
円
二
点
、
特

…4

消
費
生
活
。
…
セ
Y
3ー
で
は
、
己
選
一
方
向
索
、
入
選
玄
重
点

の
ほ
ど
治
療
生
活
セ
ミ
ナ
ー
t
玄
関
く
佳
作
賞
品
六
白
土
問
。

が
、
と
由
受
講
者
室
十
人
事
謀
議
し
マ
応
募
ニ
ボ
あ
表
記
作
品
k
m
眠
る
。
応

て

い

る

。

葬

祭

に

は

、

住

所

、

民

名

、

職

業

、

匂
撮
影
場
内
線
設
U
と
趨
脂
期
日
記
λ
@

マ
作
品
田
送
付
先
・
一
東
京
都
千
品
川
M

開

業

訓

醍

校

市

業

野

市

ぽ
震
が
麗

7
3
1ニ
曽

撃

で

は

、

工

業

技

術

者

と

し

て

郵
政
議
織
易
保
険
筋
資
金
選
甫
市
議
へ
線
外
(
ブ
ラ
ジ
ル
)
叱
帯
住
を
希
望

九
月
三
十
自
ま
で
。
す
る
人
の
た
め
に
、
現
地
技
師
去
と

〈
わ
し
く
は
も
よ
り
の
郵
便
局
で
し
て
必
要
な
知
識
技
能
を
問
得
し
て

とる
a

も

3
1
d空
白
葬
祭
。

覇

中

鐙

と

室

襲

撃

襲

は

機

械

(

仕

上

げ

合

む

)

援
と
樺
績
は
間
荷
技
出
開
業
務
諌
で
一
八
か
月
、
募
集
人
男
平
人
。

は
第
一
一
一
回
顎
と
健
康
申
し
、
手
A
V

は
八
月
二
十
八
日
(
月

の
雲
間
p

雲
晋
器
薬
し
て
い
る
。
ま
で
花
、
も
よ
り
白
盤
情
安
定
一
所
か
一

F

マ
議
語
・
は
が
き
に
一
機
器
金
支
紫
野
霊
童
語
校
へ
(
一
き
回
一
警
に
開
催

住
所
、
一
病
名
、
年
令
、
職
業
明
記
。
六
一
一
一
〈
刷
出
)
O九
七
O〉

マ
写
真
9

由闇押は町出

y、
カ
ラ
ー
は
覇
晶
な
た
語
圏
門
的
事
仕
掛
は

は
キ
ャ
貯
木
以
上
、
画
題
、
住
所
、

民
名
、
年
齢
、
臨
刷
業
』
L
t
作
品
護
部
に

記
載
の
ζ
と
。
郵
送
由
と
者
は
封
鑓

花
入
れ
「
一
環
白
写
真
」
山
呆
害
者
.

マ
応
募
先
・
横
浜
市
中
欧
臼
奈
〈
通

1
神
奈
川
県
南
生
部
業
潜
課

マ
締
め
切
り
・
九
万
一
一
一
十
臼
ま
す

盟
ブ
一
フ
一
主
語
縮
問
離
基
盤

人01総数

世 帯 タ

市主主面積

前月上とi也市場

9 人口J沼

市街地 73，61宮人 (20，846也帯

大野 41.770人(10，561'"広
重量 沼 3，789人( 941 '" ]) 
神田 15，683人 (4，023<-])
城島 3，550人王 857'" lli 
偶蹄 3，152人( 761 <-DJ 
金田 4，786入(1. 301 '" 1l 
1品 14，046人(3，778 <-) 

土沢 4，649人(1，∞3 !p 1> 
金 E l 9，200人(3，∞7 .. 1l 

(47， 7. 1混苦つ

地理子::5631i言語能器F

22選考喜善2室長津22持許?22宣言静

ii i i;i詩話題;i雪!?iiiZii 
ぷ急事

言語i
t i話
番量父

警主管士ぉ警警

主語2事言語

iiilji; 
主宰宅就逗 轟

主義手ZR
dgE;35 
嘉正手法':与童

手持芸事
窓会主令長

雷
同
一
う
こ
と
を
暑
か
な
い

遊
間
臨
ぽ
い
子
供

域
開
鱗
明
鋭
縞
織
明
醐
市
轍
脇
陣
草
す
.
子
供
は
お
も
し
ろ
い
テ
V

鶴
麗
懇
聾
麗
童
書
襲
蔚
草
昆
て
い
る
。
今
少
し
で
F
3

モ
デ
ん
が
血
設
協
古
也
、
そ
ん
な
と

雲
う
と
と
を
き
か
な
い
七
才
の
告
に
使
い
な
ζ
巷
議
制
間
宮
せ
ら
れ

A
君
。
海
底
を
奪
三
滋
立
話
回
吾
若
手
側
か
ら
み
れ
ば
、
親
は
な
ん

会
誌
の
中
で
う
ま
く
使
い
わ
け
る
で
欝
干
だ
ろ
う
戸
滋
っ
て
い
る
.

八
才
師

B
手
吉
ん
a

規
出
繍
の
い
う
C
と
は
替
か
な
い

そ
白
原
因
と
な
っ
て
い
る
い
ろ
と
撰
い
て
い
る
の
で
す
e

子
供
が

い
ろ
た
間
媛
壱
考
え
て
み
ま
し
ょ
理
屈
事
言
う
と
と
は
、
物
事
亭
考

ぅ

。

ぇ

、

そ

れ

を

翼

民

刊

に

移

す

能

力

抗

第
一
は
、
毅
が
平
良
に
い
う
と
身
に
つ
い
た
成
柴
田
し
る
し
な
む

き
一
子
供
は
ち
ゃ
ん
主
親
白
書
ぢ
事
で
す
。

栴
壱
醐
聞
く
盗
勢
に
な
っ
て
い
ま
す
子
供
の
不
満
の
大
務
先
は
鵜
が

か
。
テ
レ
ピ
亭
昆
て
い

f

子
供
同
日
行
為
を
惑
解
し

品
、
吉
一
ノ
モ
デ
ん
す
語
審
鍛
噂
て
蓄
に
奪
回
な
い
と

に
夢
中
K
な
っ
て
い
る
寵
翻
静
観
哲
ζ
ろ
か
民
感
ζ

っ
て
く

と
告
な
ど
は
怒
佐
久
り
勝
容
鳴
鏑
瞬
静
と
事
も
む
感
わ
れ
草
す

ま
せ
ん
e

欝
闘
い
齢
総
額
十
時
で
主
義
量
っ
て

揮
二
は
、
い
つ
も
筋
鎖
鰐
鰯
獄
絵
綴
噌
い
る
か
い
な
い
か
、

が
と
お
り
一
貫
し
て
い

j
j
4
3
1
e

ち
ゃ
ん
と
理
解
が
で
き

ま
す
か
。
殺
の
白
河
持
ち
え
あ
る
る
卒
帝
に
な
っ
た
子
拡
に
対
し
て

と
蕃
K
は
「
い
い
」
あ
る
と
き
に
は
、
筋
の
通
っ
た
ゴ
一
世
田
い
方
が
必
饗

は
「
い
け
な
い
」
と
茅
麗
し
十
~
富
で
す
。
子
棋
だ
か
ら
と
親
の
権
威

い
方
を
し
て
い
ま
せ
ん
か
。
で
ζ
と
を
進
め
晶
、
台
無
理
が
あ
る

第
一
一
一
は
、
醤
う
己
と
を
き
け
ば
「
先
生
長
富
い
つ
H
Uる
」
「
ヅ

0
0買
っ
て
や
る
な
ど
と
一
時
の
ラ
モ
F
ん
買
っ
て
や
ら
な
い
」

O

思
い
つ
音
で
約
束
し
て
は
い
ま

O
へ
連
れ
て
行
か
な
い
」
と
お
ど

せ
ん
か
.
0
0す
れ
ば
0
0し
て
か
し
て
も
、
そ
の
と
き
は
き
き
め

や
る
と
い
う
よ
う
な
取
り
引
き
で
が
あ
っ
て
も
、
す
ぐ
花
告
が
な
ζ

子
供
花
向
か
を
さ
せ
よ
う
ヌ
子
畠
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
.

の
は
親
の
わ
が
ま
ま
お
し
つ
け
で
子
供
の
持
験
事
よ
く
同
制
覇
し
、

す

.

親

の

考

5

え
で
駒
事
壱
量
め
な
い
で

懇
ナ
自
問
自
責
い
違
い
は
、
ど
話
し
合
い
か
A曲
発
し
、
行
動
に

と
の
家
滋
花
も
毎
日
起
こ
っ
て
い
移
き
む
h
w
y
」
と
が
肝
要
で
す
。

i貫覇軍司、曹街、鶴崎、理鍵窓、マッ

サージなど

。労力聖曹託施設曜を士、せんたく、謀議など

C金罰預書壬 現金、香典、顕著書、ヲジオ、テレビなど

瞳巡密沼運聾

昌沼111'1 輯 E聾平揮>J，!l(10時~12時〉
三三県 C樺〉平揮ヱ湯(13時~15時，30骨コ

ク 20S 総躍公漢籍 (1日時~15時30骨〉
~ 22S 中躍'J、刷費 (10時~15時'3D骨〉
"y 248 県平揮合同庁舎(10持~16時〉
タ 27S ヰE戒告書宮 (10時~12時〉松混乱主主翻 CJ3

時~14時コ i\蜜鶴宮丁揮 2 消訪分E!l (14時

30骨~15時〉

9J苦11沼 認軍事務竣 (10時~15時30分コ

~ 25白神奈中平揮輯難所 (10時~16時2

~ 2813 .=援樹腿 (10持~15時30分〉

o<>ご主車力品自炉と告ございました<><>
(5~6J唱鍵銭コー"。お撞捕ま体〈鞍) 343)家、横渓

ブ'，1>731'区、車揖乞た啓鞘25車
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